
「次世代の河川管理」の実現に向けたロードマップのイメージについて

「次世代の河川管理」システム全体の
設計図構築・ロードマップ作成

「次世代の河川管理」システムの全体像を示す設計
図を作成し、統合的な整備や個別システムの整合性
を確保する

水位情報のわかりやすい表示

地上デジタル放送による情報提供

防災機関情報共有システムの整備

河川緊急通報センターの整備

・情報を出すときの視認性は重要

・情報のビジュアル化

→誰が見ても危機感を伝えられる

・上流域の急に水位が上がるところ
は携帯の電波が入らないという実
情

・水防を担う首長への迅速・適切な
情報

・水防団、消防団への適切な情報
→人的ネットワークの支援

・住民の目撃情報は非常に重要

・ワンプッシュで河川管理者に電話
がつながる通報システムを導入

いただいた主なご意見 平成１９年度に着手するプロジェクト 今後の取り組み
平成１９年度 平成２０年度 中期的な取り組み

（概ね５年）
・骨子作成 ・とりまとめ

資料６

・着色表示化の検討
「川の防災情報」において危険箇所を左右岸別、区
間別にカラーできめ細かく提供し、はん濫危険区域
を明確化する

視聴者の最寄りの観測所のデータを自動的に選択し、
わかりやすく提供する

流域内の市町村、水防組織、消防組織などが情報共
有できるシステムを構築する

住民が河川管理上緊急的な対応を必要とするような
事態を発見した場合に、河川管理者に直接通報でき
るようにする

・データや情報は他の種類のデータ
や 情報と統合されることで高い価
値を生む

・双方向の情報収集のシステムを
使って防災に強い社会を作ってい
くべき。

双方向型河川情報ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの構築
（水情報国土ﾃﾞｰﾀ管理ｾﾝﾀｰの拡充など）

河川管理者だけでなく他機関も含めたデータをＧＩＳ
上で重ね合わせ・分析を行うための情報基盤を構築し、
住民からの情報提供も反映できるようにする

・水位周知河川
の着色表示

・実証実験

・統一番号による
「川の相談室」を
モデル地域で導入

・都道府県管理区
間のデータ取り込み
拡充

・ロードマップを作り段階的戦略
を描くべき

・市町村、水防団、
消防団等への
メール配信

平成２０年度以降に着手する予定のプロジェクトの例

・全河川での
着色表示

・全国展開

・情報共有シス
テムのモデル
地域での導入

・統一番号に
よる「川の緊急
ダイヤル」を
導入

・住民から提供
される情報の
取り込み
・他機関からの
情報の受け
入れ

・システム
の本格始動

「川とともに生きる」３６５日情報の提供・川の情報で川に人を近づける仕組
みが必要

・「親しみやすさ」「わかりやすさ」
という言葉は重要

川や河川情報を身近なものにするため、防災情報と
合わせ観光客や河川利用者（散策や水遊び、釣り
等）のための情報提供を実施

・携帯電話で
河川利用者へ
の情報提供試行

・ホームページに
よる利用者向けの
情報提供

・携帯電話で
河川利用者へ
の情報提供の
本格運用

長期的な取り組み
（概ね１０年）

１

・河川以外も
含めた通報
窓口の一本化
・通報情報も含
めた情報共有
システムの
全国展開

反映

ユビキタス
河川情報
システム



「川とともに生きる」３６５日情報の提供

水位観測所 CCTVカメラ

携帯電話

民間企業やＮＰＯ等と連携して防災情報とあわせ観光客や河川利用者（散策や水遊び、釣り等）のための情報提供を行うこ
とで、川や河川情報身近なものにするための取り組みを推進

生活
河川公園や散策路の位置、
トイレ、休憩場所

趣味・スポーツ
イベント情報、スポット
情報、水温、放流量

多様な河川情報への展開
レジャー
イベント情報 観光

見どころ、イベント情報

防災情報の提供 多様な情報伝達手段

[1]雨量レーダー

[2]観測所雨量

[3]河川水位

[4]アンケートにご協力ください。

[5]全国の川の情報

　きょうのお天気

2007年11月27日

情報表示板

テレビ

ﾕﾋﾞｷﾀｽｺﾐｭﾆｹｰﾀ

インターネット

・河川の魅力を伝えることで河川利用者が拡大 ・河川ににぎわいや観光の拠点が形成

・河川の利用とともに水害に対する関心の高まり ・安心して暮らせる安全な社会の構築

河川利用者がどのような情報を求めているのか、ニーズ把握のための調査を実施中

現在の取り組み

２



水位情報のわかりやすい表示
視認性のある水位情報の提供
水位だけでなく、対象となる地域名をきめ細かく情報提供
ＣＣＴＶ映像など、危機感を伝えられる情報提供

○○県東部の水位情報（○○川水系） ○時○分現在

瀬
戸
内
海

○○川

▲▲山（水位観測所）
７．１ｍ↑
避難判断水位６．９ｍ

はん濫発生
（★☆市▲地先３０ｍ決壊）

浸水予測
★☆１丁目～３丁目
○○平、■窪

★
☆
川

×

対象地域
○○市○山、▲島、
○○団地、○○一丁目

▲▲島（水位観測所）
９．５ｍ↑

◎◎原（水位観測所）
１２．１ｍ↑
はん欄注意水位９．９ｍ

×××

重要水防区間

はん欄注意水位超過

避難判断水位超過

はん濫発生

■
■
川

モデル的に実施する河川を選定中

現在の取り組み

３



地上デジタル放送による情報提供

〔インターネットや携帯電話等による情報提供との違い〕
・パソコンや携帯電話等の情報機器に不慣れな人にも使いやすい。
・PUSH型の情報提供に適している。

〔アナログ放送との違い〕
・視聴する場所に応じた情報の提供ができる。（７桁の郵便番号エリア）
・データ放送により欲しい情報を選択できる。

川の防災情報川の防災情報赤赤 川の防災情報川の防災情報赤赤

川の防災情報川の防災情報

荒
川
に
は
ん
濫
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

水
位
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
。

荒
川
に
は
ん
濫
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

水
位
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
見
込
み
で
す
。

赤ボタンを押すと川の防災情報ページ（インターネット）に接続します。赤ボタンを押すと川の防災情報ページ（インターネット）に接続します。

最寄りの水位観測所において避難判断水位を超
過した場合に自動的に速報メッセージが表示さ
れる機能

最寄りの水位観測所が自動的に選択され情報が
表示される機能

データ放送による

水位情報を表示

詳細な水位情報の
表示

洪水予報

川の防災情報川の防災情報 現在の水位現在の水位

あなたの地区 ○○市○○

はん濫警戒情報発表中はん濫警戒情報発表中はん濫警戒情報発表中

現在の川の様子現在の川の様子赤赤 現在の川の様子現在の川の様子赤赤

○○川でははん濫危険水

位［水位危険レベル３］に

達する見込みですので、各

地とも厳重な警戒をしてく

ださい。

○○川でははん濫危険水

位［水位危険レベル３］に

達する見込みですので、各

地とも厳重な警戒をしてく

ださい。

用語について

【はん濫警戒情報】

洪水が生じる恐れを広く周知するため、河川の水位が避難判断水位に

達した場合、または一定時間後にはん濫危険水位に到達することが見込

まれる場合に、国土交通省または都道府県が気象庁と共同して発表する

ものです。

【はん濫警戒情報】

洪水が生じる恐れを広く周知するため、河川の水位が避難判断水位に

達した場合、または一定時間後にはん濫危険水位に到達することが見込

まれる場合に、国土交通省または都道府県が気象庁と共同して発表する

ものです。

次のページ▼▲前のページ ２／３

お近くの川の水位 ○○川

はん濫危険
水位

避難判断
水位

普段の水位

はん濫注意
水位

7.7 m

7.0 m

1.0 m

4.1 m

現在の水位

7.1 m
上昇中

はん濫危険
水位

避難判断
水位

普段の水位

はん濫注意
水位

7.7 m

7.0 m

1.0 m

4.1 m

現在の水位

7.1 m

はん濫危険
水位

避難判断
水位

普段の水位

はん濫注意
水位

7.7 m

7.0 m

1.0 m

4.1 m

はん濫危険
水位

避難判断
水位

普段の水位

はん濫注意
水位

7.7 m

7.0 m

1.0 m

4.1 m

現在の水位

7.1 m
上昇中上昇中

○月○○日 １０：３０更新

モデル地域で放送事業者へのデータ配信を実施中
モデル地域で放送実証実験を準備中

現在の取り組み

河川情報や土砂災害警戒情報など、視聴者の周辺の情報を自動的に選択し、分かりやすく提供

４

○○○
ＴＶ

○○月○○日（水）
５：３０

ニュース青 ニュース青 川の防災情報赤 川の防災情報赤 気象緑 気象緑 メニュー黄 メニュー黄

番組紹介

交通情報

洪水予報全国地図

避難場所検索

予警報

台風情報 データ放送について

お近くの川の概況 ○○川水位概況図



防災機関情報共有システムの整備

河川事務所

自治体等

・流域内の市町村、水防組織、消防組織などが情報共有を行うシステムを整備

・上流で何が起こっているか、隣接する市町村がどのような判断をしたかなどの情報が共有され、それぞれの意志決定を支援

堤防の漏水に関する情報

避難勧告に関する情報

①河川と道路の情報統合
河川と道路の一元化された防災情報、浸

水想定区域、ゼロメートル地帯などをＧＩ
Ｓ上で表示し一般に提供する。

②災害時の迅速な対応が可能に
「河川の浸水想定区域」、「岡山平野ゼ

ロメートル地帯」、（今後、「避難場所」
について表示を行う）などの情報を重ね合
わせて地図上に表示することで、災害時の
迅速な対応が可能。

③防災担当者の情報共有が可能に
防災情報は、自治体の防災担当者自ら

入力することが可能。河川の防災情報だ
けでなく、道路や土砂災害などの情報も
入力することができ、県内の災害情報を
一元化することが可能。
これにより、各分野の防災担当者が共

通のプラットフォームから、様々な情報
を共有できる。

④河川の水位表示画像を一般公開
現在、防災担当者用に河川ＣＣＴＶ静止画像を３１箇所提供。
そのうち、橋梁に水位表示があり河川水位の状況を把握しやすい６箇所を、一般にも公開。

⑤水防活動状況の表示
河川災害を未然に防止する活動として最も効果がある水防活動の
状況を表示します。
消防団（水防団）からの情報を取得することで、迅速な防災対策や避
難に役立てることができます。

平成２０年の出水期までに、市町村、水防団等へのメール配信による情報提供を開始するべく実施体制を検討中

現在の取り組み

ＣＣＴＶ静止画提供画面の例

防災情報提供システム（岡山河川事務所の事例）

５



河川緊急通報センターの整備

「川の相談室」の開設

「河川緊急通報ダイヤル」の開設

緊急通報以外も含めた河川に関する相談全般を受け付ける窓口として「川の相談室」を
開設

「川の相談室」から、河川管理者による緊急的な対応が必要な緊急通報分を切り離した「河川
緊急通報ダイヤル」を開設

（全国統一フリーダイヤルを想定）

・河川管理上緊急的な対応を必要とするような事態を発見した場合に、河川管理者に直接緊急通報できるようにする
・河川管理者が迅速な対応を図ることによって、河川管理レベルの向上を確保し、被害の拡大を防止する

（全国統一の４桁又は３桁の番号を想定）

漏水
○○地区の
○○川堤防から
水が漏れだして
います。

ただちに対応い
たします。

住民 河川管理者
ワンプッシュで情報提供

例：九州川の情報室

モデル地域の選定中
直轄管理河川以外の河川等の調整をどのように進めていくべきか検討中

現在の取り組み

６



双方向型河川情報プラットフォームの構築

平常時平常時からの協働→非常時非常時における防災機能の高度化にも資する

地理情報基盤を介した
情報提供／情報収集

河川管理者 住民

21.0km

22.0km

産卵場
アユ？
サケ？
サクラマス？

カワヂシャ
ゴキヅル
タコノアシ

アオサギ 2
アオジ 5
ウグイス 2
オオタカ 1
ミヤマホオジロ 6

アオジ 1
イカル 1

アオサギ 1
アオジ 7
イカル 26
カワウ 1

アオ
ジ 1

カワウ 1

〔魚類〕
緑文字は純淡水魚、青文字は回遊魚を示す。
〔鳥類〕
青文字のは水辺の鳥類、黄緑文字は草地の鳥類、緑文字は
樹林の鳥類、丸数字については繁殖個体数を示している。

アオジ 1
イソシギ1

アオサギ 2
ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 2

ウグイス 1①
オオヨシキリ 1①
ダイサギ 1 アオサギ 1

ウグイス 1①

サギ類の集団営巣地
・アオサギ： 10羽

耕作地と草原

アオジ 2
カワアイサ 1
カワウ 1

まとまった礫河原

※この河川環境情報図はイメージです

アオサギ 2
オオヨシキリ 1①
キビタキ 1
フクロウ 1①

アオサギ 10
イソシギ 1
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瀬不明
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イカル 1①
ウグイス 1①

平瀬
アカザ 1

トロ
ワカサギ 1
カマキリ
（ｱﾕｶｹ） 1

イカル 17

当該地区で最も大きくまとまった河畔林
（ケヤキ－ムクノキ群落）

まとまった河畔林

比較的緩やかな流れの瀬
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※この河川環境情報図はイメージです
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当該地区で最も大きくまとまった河畔林
（ケヤキ－ムクノキ群落）

まとまった河畔林

比較的緩やかな流れの瀬動植物生息環境の監視

パトロールカー
による巡視

河川環境情報図

住民と一緒に行う河川環境調査

リアルタイムデータや各種ストックデータを総合化するとともに、地域住民等から得られる情報をGIS上で重ね合わせる双方
向型の情報基盤を構築

河川現況 DB

占用・利用ＤＢ

堤防データＤＢ

河川環境 DB

ダム諸量 DB

水文・水質DB

浸水想定区域

地 図

WebGISソフト

エンジン 表
示

プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｄ
Ｂ
呼
出

プ
ロ
グ
ラ
ム

検索プログラム

地図・DB接続
プログラム

ユ
ー
ザ
ー
ア
ク
セ
ス
画
面

インターフェイスの標準化インターフェイスの標準化

都道府県の情報 下水道に関する情報

道路に関する情報

河川情報

施設等の情報

環境情報

流域情報

都道府県が管理する河川情報の受け入れに向けてシステム設計中
システムの全体構想を検討中

現在の取り組み

７


